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Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査の目的 
本調査は、令和６年度（2024）に策定する「さぬき市第５期地域福祉計画・さぬき市

第５期地域福祉活動計画」の基礎資料として、地域のことや福祉について、市民の状況

とニーズを把握することを目的に実施しました。 

 

２ 調査概要 

調 査 地 域  さぬき市全域 

調査対象者 市内在住の高校生世代～７０代の方 

抽 出 方 法 住民基本台帳より無作為抽出 

調 査 時 期 令和６年８月５日～令和６年８月30日 

調 査 方 法 郵送配布・郵送とWEBでの回収 

配 布 数 1,000件 

回 収 率 

45.3％（453件） 

※内訳 郵送回答  69.1％（313件） 

WEB回答 30.9%（140件） 

  

３ 報告書の見方 

・回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以

下第 2 位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から 1 つの選択

肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100％にならない場合があります。このことは、本

報告書の分析文章、グラフ及び表においても反映しています。 

・複数回答(複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問の場合、回答は選択肢

ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100％

を超える場合があります。 

・グラフ及び表中に「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答

の判別が困難なものです。 

・グラフ及び表中のｎ（number of case）は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問

の限定条件に該当する人）を現しています。 
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Ⅱ 調査結果 
 

 

 
問 1 回答者の性別 

（１つに○） 

性別についてみると、「男性」41.3%、「女性」57.0%、「回答できない」0.2%となって

います。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問２ 回答者の年齢 

（１つに○） 

年齢についてみると、「50～59 歳」が 15.5%と最も高く、次いで「30～39 歳」

13.5%、「75 歳以上」12.1%などの順になっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

41.3 57.0
0.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

男性 女性 回答できない 無回答

6.8

10.2

13.5

11.9

15.5

7.3

9.3

11.9

12.1

1.6

0% 20%

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

n=453

Ⅰ. あなたご自身についておたずねします。 
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問 3 回答者の職業 

（１つに○） 

職業についてみると、「会社員・団体職員」が 32.7%と最も高く、次いで「無職」

16.3%、「パート・アルバイト・フリーター」15.7%などの順になっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 4 回答者の世帯構成 

（１つに○） 

世帯構成についてみると、「2 世代の世帯（親と子、祖父母と孫など）」が 51.4%と最も

高く、次いで「夫婦のみの世帯」25.2%、「ひとり世帯」9.5%などの順になっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

32.7
5.3
4.4

2.7
10.8

7.5
15.7
16.3

2.7
2.0

0% 20% 40%

会社員・団体職員
自営業（農林漁業除く）

公務員・教職員等
農林漁業
主婦・主夫

学生
パート・アルバイト・フリーター

無職
その他
無回答

n=453

9.5

25.2

51.4

9.3

2.9
1.8

0% 20% 40% 60%

ひとり世帯

夫婦のみの世帯

2世代の世帯（親と子、祖父母と孫など）

3世代の世帯（親と子と孫など）

その他

無回答

n=453
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問 5 回答者と同居している家族構成 

（〇はいくつでも） 

家族構成についてみると、「勤労者」51.2%と最も高く、次いで「65 歳以上の方」

42.6%、「小学生」9.5%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

問 6 住まいの地区 

（１つに○） 

住まいの地区についてみると、「志度」が 23.4%と最も高く、次いで「長尾」22.5%、

「津田」21.0%、「大川」19.2%、「寒川」13.0％の順になっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

51.2
42.6

9.5
8.6
7.5
6.8
6.6
6.2

4.0
7.5
9.3

0% 20% 40% 60%

勤労者
６５歳以上の方

小学生
高校生

乳幼児（0～5歳）
中学生

大学生・専門学校生
障がいのある方

在宅介護を必要とする方
その他
無回答

n=453

21.0

19.2

23.4

13.0

22.5
0.9

0% 20% 40%

津田

大川

志度

寒川

長尾

無回答

n=453



 

5 

問 7 さぬき市での居住期間 

（１つに○） 

さぬき市での居住期間についてみると、「３０年以上」59.4%と最も高く、次いで「２０

年以上～３０年未満」15.5%、「１０年以上～２０年未満」15.0%などの順になっていま

す。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 8 あなたは、以下のことについてだれに（どこに）相談していますか。 

（①～⑥のそれぞれについて、〇はいくつでも） 

相談相手についてみると、各項目で「身内（家族・親族）」と「友人」の割合が高くなっ

ています。一方で、「介護に関すること」、「子育てに関すること」、「近所とのトラブル」で

は「特に相談していない（しない）」の割合が最も高くなっています。 

 
【全体】複数回答 

 
  

0.9
4.9
3.8

15.0
15.5

59.4
0.7

0% 20% 40% 60% 80%

１年未満
1年以上５年未満
５年以上１０年未満
１０年以上２０年未満
２０年以上３０年未満

３０年以上
無回答

n=453

身内（家族・親族） 81.7 76.4 42.6 38.4 55.2 38.4
友人 26.5 25.8 11.3 19.4 7.5 10.4
近所の人 2.2 0.9 1.6 1.8 0.2 8.8
職場の人 11.9 10.2 7.7 10.4 4.0 3.3
医療関係・福祉サービス事業所 12.6 2.9 10.6 2.0 0.9 0.2
民生委員・児童委員 0.2 0.2 0.9 0.9 0.2 1.1
市などの相談窓口 1.8 1.8 4.6 1.1 2.0 4.2
その他 0.7 0.9 1.1 2.4 1.6 2.4
特に相談していない（しない） 13.0 18.8 45.7 45.7 38.4 49.0
無回答 0.4 1.1 3.5 9.5 3.8 4.2

①自分や家族の
健康のこと

②自分や家族の
生活や将来のこと

③介護に
関すること

④子育てに
関すること

⑤家計などの
経済的問題

⑥近所との
トラブル
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問 9 あなたは、以下のようなことに不安や悩みを感じていますか。 

（①～⑬のそれぞれについて、〇は１つ） 

不安や悩みを感じている状況についてみると、「①自分や家族の健康のこと」、「②自分や

家族の老後のこと」、「④収入や家計に関すること」、「⑧介護に関すること」、「⑪災害時の

備えや避難に関すること」で「感じる」が６割以上となっています。 

 
【全体】単数回答 

 
 

  

70.0

73.3

41.3

68.0

48.1

41.5

25.8

61.4

47.2

45.5

65.8

43.9

40.2

26.9

21.6

50.8

26.7

43.9

52.8

64.0

33.3

46.8

50.3

30.0

50.6

53.9

3.1

5.1

8.0

5.3

8.0

5.7

10.2

5.3

6.0

4.2

4.2

5.5

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分や家族の健康のこと

②自分や家族の老後のこと

③子どもの教育や将来のこと

④収入や家計に関すること

⑤仕事・就職に関すること

⑥住まいに関すること

⑦子育てに関すること

⑧介護に関すること

⑨困った時の相談に関すること

⑩交通の便や移動手段に関すること

⑪災害時の備えや避難に関すること

⑫地域の防犯・治安に関すること

⑬近所づき合いや地域とのつながりに関すること

感じる 感じない 無回答

n=453

Ⅱ. あなたご自身の暮らしについておたずねします。 
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問 10 あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（１つに○） 

近所付き合いについてみると、「③ たまに立ち話する程度」が 33.8%と最も高く、次

いで「④ 会えばあいさつはするが、話したりすることはほとんどない」28.9%、「親し

く付き合っている近隣者がいる」16.8%などの順になっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 10-1 問 10 で「④」または「⑤」を選ばれた方におたずねします。 

近所の人とあまり付き合いがないのはどうしてですか。  （○はいくつでも） 

近所付き合いがない理由についてみると、「かかわる機会や時間がないから」83.4%と

もっとも高く、次いで「近所の人をほとんど知らないから」28.8％、「家族にまかせてい

るから」28.2%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 

  

16.8

5.7

33.8

28.9

7.1

0.0

7.7

0% 20% 40%

① 親しく付き合っている近隣者がいる

② たまにお互いの家を行き来する程度

③ たまに立ち話する程度

④ 会えばあいさつはするが、話したりすることはほとんどない

⑤ 付き合いがない

⑥ その他

無回答

n=453

83.4

28.8

28.2

24.5

23.9

20.3

16.0

8.0

1.8

5.5
0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかわる機会や時間がないから

近所の人をほとんど知らないから

家族にまかせているから

同世代がいないから

人との付き合いが苦手だから

親しくする必要を感じないから

近所付き合いがわずらわしいと感じるから

付き合うきっかけがわからないから

健康上の理由から（外出できないなど）

その他

無回答

n=163

Ⅲ. あなたの（地区での）での暮らしについておたずねします。 
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問 11（１）あなたは、近所の人が困っていて、以下のことを頼まれた場合、どのような手

助けができると思いますか。 

（①～⑩のそれぞれについて、〇は１つ） 

近所の人への手助けについてみると、「①安否確認の声かけ」、「②日常的な話し相手」、

「⑨災害時の手助け」で「できる」＋「ときどきできる」の割合が６割以上となっている

一方で、「④短時間の子どもの預かり」、「⑥庭の手入れや掃除の手伝い」、「⑩認知症のある

高齢者の見守り」では「できない」が半数以上を占めています。 

 

【全体】単数回答 

 
  

53.0

26.3

15.2

8.6

8.2

8.8

16.1

22.7

34.7

8.2

29.4

47.0

38.2

17.9

33.8

29.6

41.3

34.2

43.3

27.6

11.3

19.2

37.1

63.4

47.7

51.9

33.3

33.8

12.8

54.1

6.4

7.5

9.5

10.2

10.4

9.7

9.3

9.3

9.3

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①安否確認の声かけ

②日常的な話し相手

③心配ごとなどの相談相手

④短時間の子どもの預かり

⑤外出の手伝い

⑥庭の手入れや掃除の手伝い

⑦ゴミ出しの手伝い

⑧郵便物・宅配物の一時預かり

⑨災害時の手助け

⑩認知症のある高齢者の見守り

できる ときどきできる できない 無回答

n=453
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問 11（２）あなたは、近所の人に手助けしてほしいと思うことはありますか。 

（①～⑩の中から、〇は３つまで） 

 手助けしてほしいことについて、上位回答をみると、「災害時の手助け」27.6%、「安否

確認の声かけ」17.7%とそれぞれ割合が高くなっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

  

27.6

17.7

5.7

4.9

4.2

3.3

3.1

1.8

1.6

1.1

61.4

0% 20% 40% 60% 80%

災害時の手助け

安否確認の声かけ

庭の手入れや掃除の手伝い

日常的な話し相手

心配ごとなどの相談相手

認知症のある高齢者の見守り

郵便物・宅配物の一時預かり

ゴミ出しの手伝い

外出の手伝い（買い物や通院など）

短時間の子どもの預かり

無回答

n=453



 

10 

問 12 お住まいの地区で、最近、気になることはありますか。 

（〇はいくつでも） 

 住まいの地区で気になることについて、上位回答をみると「高齢者だけの世帯が増えて

いる」55.2%、「空き家が増えている」31.8%、「災害時に自力での避難が困難と思われる

人や世帯がある」20.1%などの順になっています。 

【全体】複数回答 

 

55.2

31.8

20.1

19.2

10.4

8.8

8.2

7.5

5.1

4.9

4.0

3.3

2.4

2.4

2.0

1.1

0.7

0.4

0.4

0.4

0.4

1.8

27.8

5.5

0% 20% 40% 60%

高齢者だけの世帯が増えている

空き家が増えている

災害時に自力での避難が困難と思われる人や世帯がある

ひとり暮らしの高齢者や障がいのある人がいる

外出が困難な人や世帯がある

家族の介護や世話に追われている人がいる

認知症の人が増えている

家にひきこもっている人がいる

経済的に困っている人や世帯がある

発達障がいではないかと思われる人が増えている

孤立している人や世帯がある

ゴミを放置している住居がある

不登校の子どもがいる

精神的な課題を抱える人がいる（アルコールやギャンブルなどへの依

存、病院での受診が必要と思われる人など）

就労に困っていたり、就労できない人がいる

福祉・保健等の制度やサービスを拒否する人がいる

まわりとのコミュニケーションに困っている外国人がいる

家庭の家事を手伝って学校を休む子がいる（ヤングケアラー）

ホームレスや車内で生活する人がいる

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）被害の疑いがある人がいる

虐待の疑いがある世帯がある（子ども、障がいのある人、高齢者など）

その他

特にない

無回答

n=453
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問 13 お住まいの地区で、以下の項目についての暮らしやすさはいかがですか。 

（①～⑪のそれぞれについて、〇は１つ） 

暮らしの満足度についてみると、最も満足度が高い項目は「①近隣者のマナー」34.5%

（「満足」＋「やや満足」）で、最も満足度が低い項目は「⑩道路整備や地域公共交通機関

などの使いやすさ」42.3%（「やや不満」＋「不満」）となっています。 

【全体】単数回答 

 
  

21.9

6.4

4.2

4.9

9.3

5.5

3.8

3.5

3.1

4.0

3.5

12.6

7.7

6.8

6.0

13.5

6.8

5.5

5.7

4.9

6.6

5.3

47.0

48.8

40.8

43.1

39.1

43.1

47.0

44.4

44.6

36.6

37.3

7.1

6.4

6.4

19.2

21.4

23.2

6.4

13.5

13.7

24.9

21.2

4.2

1.8

2.2

11.3

11.7

11.9

2.7

4.0

3.8

17.4

14.4

5.3

24.7

31.8

12.4

2.2

6.4

31.1

25.2

25.8

7.3

13.7

2.0

4.2

7.7

3.3

2.9

3.1

3.5

3.8

4.2

3.1

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①近隣者の生活マナー

②福祉・保健サービスや相談体制

③子育て

④病院や介護施設などの充実

⑤買い物などの便利さ

⑥金融機関や公的機関での手続きの便利さ

⑦公民館活動などの文化教養活動

⑧防災体制

⑨防犯体制

⑩道路整備や地域公共交通機関などの使いやすさ

⑪公園整備や緑地などの自然環境整備

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

n=453



 

12 

問 14 お住まいの地区では、世代間交流が行われていますか。      （１つに○） 

地域の世代間交流についてみると、「あまり行われていない」＋「まったく行われていな

い」が 47.4%、「活発に行われている」＋「ある程度行われている」が 18.1%で、差は

29.3 ポイントとなっています。また、「わからない」が 32.2%となっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 15 世代間交流の場があれば参加したいですか。           （１つに○） 

世代間交流の場への参加意向についてみると、「参加したい」44.2%、「参加したいとは

思わない」51.2%と、差は 7.0 ポイントとなっています。 

 

【全体】単数回答 

 

  

0.9

17.2

36.6

10.8

0.2

32.2

2.0

0% 20% 40%

活発に行われている

ある程度行われている

あまり行われていない

まったく行われていない

その他

わからない

無回答

n=453

44.2 51.2 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

参加したい 参加したいとは思わない 無回答
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問 16 あなたは、これからも現在の地区に住み続けたいと思いますか。 

 （１つに○） 

現在の地区での居住の継続意向についてみると、「① 住み続けたい」が 63.4％と６割

以上を占めています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 16-1 問 16 で「③」を選ばれた方におたずねします。 

どのような点で住み続けたくないと思いますか。     （〇は３つまで） 

現在の地区に住み続けたくない理由についてみると、「買物や交通の便が悪いから」

57.1%と最も高く、次いで「通勤・通学に不便だから」23.8％、「近所付き合いがうまく

いっていないから」、「楽しめる場所がないから」19.1%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 

 

  

63.4

3.5

4.6

20.1

8.4

0% 20% 40% 60% 80%

① 住み続けたい

② 住み続けられない

③ 住み続けたくない

④ わからない

無回答

n=453

57.1

23.8

19.1

19.1

14.3

9.5

9.5

9.5

4.8

4.8

4.8

0.0

23.8

14.3

0% 20% 40% 60%

買物や交通の便が悪いから

通勤・通学に不便だから

近所付き合いがうまくいっていないから

楽しめる場所がないから

医療サービスが整っていないから

地域の慣習や文化になじめないから

子育てや子どもの教育環境が整っていないから

高齢者や障がいのある人などへの福祉・介護サービス

が充実していないから

防犯・防災対策が遅れているから

気候や自然環境が合わないから

文化やスポーツなどの環境が整っていないから

まわりに知っている人がいないから

その他

無回答

n=21
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問 17 あなたは、自治会・子ども会・老人クラブなどの地域活動をしていますか。 

 （１つに○） 

地域活動への参加状況についてみると、現在活動中または過去に活動していた人の割合

は 69.7%となっています。また、「③ 活動したことがない」27.6%となっており、差は

42.1 ポイントとなっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 17-1 問 17 で「①」または「②」を選ばれた方におたずねします。 

どのような活動をしていますか（しましたか）。 

（〇はいくつでも） 

活動内容についてみると、「自治会などの活動」71.8%と最も高く、次いで「PTA・こ

ども会などの活動」44.9%、「社会福祉協議会の活動」、「老人クラブの活動」8.9%などの

順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

  

33.3

36.4

27.6

0.0

2.7

0% 20% 40%

① 現在活動している

② 過去に活動したことはあるが、現在は活動していない

③ 活動したことがない

④ わからない

無回答

n=453

71.8

44.9

8.9

8.9

7.0

6.0

1.3

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

自治会などの活動

PTA・子ども会などの活動

社会福祉協議会の活動

老人クラブの活動

女性団体の活動

自主防災組織の活動

消防団の活動

その他

無回答

n=316

Ⅳ. 地域活動やボランティア活動についておたずねします。 
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問 17-2 問 17 で「③」を選ばれた方におたずねします。 

あなたがこれまで地域活動に参加されなかったのはなぜですか。 

（〇はいくつでも） 

地域活動に参加していない理由についてみると、「仕事や家事などで忙しい」が 52.8%

と最も高く、次いで「地域活動のことを知らない」36.0%、「地域活動に興味がない」

25.6%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

問 18 あなたは、過去 5 年間で、問 17-1 のような地域活動以外のボランティア活動に参

加したことがありますか。 

 （１つに○） 

ボランティア活動への参加状況についてみると、「① ある」20.5%、「② ない」74.8%

で差は 54.3 ポイントとなっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

52.8

36.0

25.6

13.6

8.0

7.2

15.2

2.4

0% 20% 40% 60%

仕事や家事などで忙しい

地域活動のことを知らない

地域活動に興味がない

日々の生活や趣味などで時間がとれない

健康上の理由

地域活動に参加すると自分や家族に負担がかかる

その他

無回答

n=125

20.5 74.8 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

① ある ② ない 無回答
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問 18-1 問 18 で「①」を選ばれた方におたずねします。 

主にどのような活動をしていますか（しましたか）。 

（〇は３つまで） 

ボランティア活動の内容についてみると、「環境衛生に関する活動」が 34.4%と最も高

く、次いで「文化、スポーツや芸術に関する活動」26.9%、「高齢者への支援活動」

22.6%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

問 19 あなたは、地域活動やボランティア活動に関する情報をどこから得ていますか。 

（〇は３つまで） 

地域活動やボランティア活動に関する情報の入手先についてみると、「市の広報紙・チラ

シ・ホームページ・SNS など」47.0%と最も高く、次いで「知り合いを通じて」

26.5%、「新聞・雑誌・テレビ・ラジオなど」14.1%などの順になっています。また、「情

報を得ていない」28.0%となっています。 

【全体】複数回答 

 

  

34.4
26.9

22.6
17.2

11.8
8.6

6.5
5.4

3.2
2.2

12.9
23.8

0% 20% 40%

環境衛生に関する活動
文化、スポーツや芸術に関する活動

高齢者への支援活動
防災や防犯、交通安全に関する活動

観光まちづくり、地域おこしに関する活動
子育てに関する運動

障がいのある人への支援活動
健康増進に関する活動
青少年に関する活動
国際交流に関する活動

その他
無回答

n=93

47.0

26.5

14.1

6.4

4.6

3.1

2.7

2.0

28.0
4.6

0% 20% 40% 60%

市の広報紙・チラシ・ホームページ・SNSなど

知り合いを通じて

新聞・雑誌・テレビ・ラジオなど

社会福祉協議会の窓口や職員、広報紙等

民生委員・児童委員

ボランティア活動団体

市役所の窓口や市の職員

その他

情報を得ていない

無回答

n=453
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問 20 あなたは、地域の中で、今後どのようなボランティア活動が必要になると思いますか。 

（〇は３つまで） 

今後必要なボランティア活動についてみると、「高齢者への支援活動」が 55.9%と最も

高く、次いで「防災や防犯、交通安全に関する活動」24.7%、「子育てに関する活動」が

23.8%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

問 21 あなたは、地域活動やボランティア活動の輪を広げていくために、今後どのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで） 

今後必要なボランティア活動についてみると、「気軽に相談できる窓口を増やす」が

33.6%と最も高く、次いで「情報を積極的に発信する」30.9%、「活躍できる拠点や場所

を整備する」が 28.3%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 

55.9

24.7

23.8

19.7

18.1

14.6

13.3

7.1

6.8

2.0

1.1

6.6

11.9

3.3

0% 20% 40% 60%

高齢者への支援活動

防災や防犯、交通安全に関する活動

子育てに関する運動

観光まちづくり、地域おこしに関する活動

健康増進に関する活動

環境衛生に関する活動

障がいのある人への支援活動

文化、スポーツや芸術に関する活動

青少年に関する活動

国際交流に関する活動

その他

特にない

わからない

無回答

n=453

33.6
30.9

28.3
24.7

15.5
12.8

10.2
9.7

8.0
7.1

4.6
1.3
4.4

12.6
2.9

0% 20% 40%

気軽に相談できる窓口を増やす
情報を積極的に発信する

活動できる拠点や場所を整備する
若い世代への参加を呼びかける

ボランティア活動への対価が得られるようにする
ボランティア人材・リーダーの育成をする

団体間のネットワークづくり
市や社会福祉協議会の支援

地域の課題や情報について語りあう機会づくり
研修や講習会を開催する

福祉教育の推進
その他
特にない
わからない
無回答

n=453
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問 22 あなたやあなたの家族は、行政による福祉サービス（高齢者、障がいのある人、子

育て世帯、低所得者に対する相談や支援など）を利用していますか（または利用していま

したか）。 

 （１つに○） 

福祉サービスの利用状況についてみると、「利用している（したことがある）」が

31.4%、「利用していない（したことがない）」が 66.2%で差は 34.8 ポイントとなってい

ます。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 23 あなたは、福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか。 

（〇は３つまで） 

福祉サービスに関する情報の入手先についてみると、「市の広報紙・チラシ・ホームペー

ジ・SNS など」が 47.2%と最も高く、次いで「知り合いを通じて」21.2%、「新聞・雑

誌・テレビ・ラジオなど」13.5%などの順になっています。 

また、「情報を得ていない」が 28.7%となっています。 

 

【全体】複数回答 

 

31.4 66.2 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

利用している（したことがある）
利用していない（したことがない）
無回答

47.2

21.2

13.5

11.0

10.6

5.5

1.3

4.4

28.7

1.8

0% 20% 40% 60%

市の広報紙・チラシ・ホームページ・SNSなど

知り合いを通じて

新聞・雑誌・テレビ・ラジオなど

市役所の窓口や市の職員

社会福祉協議会の窓口や職員、広報紙等

民生委員・児童委員

ボランティア活動団体

その他

情報を得ていない

無回答

n=453

Ⅴ. 福祉サービスの利用状況及び地域福祉に関する機関や団体についておたずねします。 
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問 24 あなたの地区を担当している民生委員・児童委員を知っていますか。（１つに○） 

地区の民生委員・児童委員の認知についてみると、「名前は聞いたことがあるが、活動内

容は知らない」＋「名前も活動内容も知らない」が 72.0%と７割を超えています。 

一方で、「名前も活動内容も知っている」は 16.8％となっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 25 あなたは、さぬき市社会福祉協議会を知っていますか。（１つに○） 

社会福祉協議会の認知についてみると、「③ 名前は聞いたことがあるが、活動内容は知

らない」＋「④ 名前も活動内容も知らない」72.6%と７割を超えています。 

一方で、「① 名前も活動内容も知っている」は 23.2％となっています。 

 

【全体】単数回答 

 
  

16.8

9.9

27.2

44.8

1.3

0% 20% 40% 60%

名前も活動内容も知っている

名前は知らないが、活動内容は知っている

名前は聞いたことがあるが、活動内容は知らない

名前も活動内容も知らない

無回答

n=453

23.2

2.2

52.1

20.5

2.0

0% 20% 40% 60%

① 名前も活動内容も知っている

② 名前は知らないが、活動内容は知っている

③ 名前は聞いたことがあるが、活動内容は知らない

④ 名前も活動内容も知らない

無回答

n=453
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問 25-1 問 25 で「①」または「②」を選ばれた方におたずねします。 

あなたの知っているさぬき市社会福祉協議会の活動内容は次のどれですか。 

（〇はいくつでも） 

知っている社会福祉協議会の活動内容（「知っている」＋「名前だけ知っている」）につ

いてみると、「⑫赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金活動」が 86.6%と最も高く、次

いで「②ふれあいサロン事業」が 76.9%、「①小地域ネットワーク活動」72.4％などの順

になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
  

47.0

47.0

39.6

15.7

16.4

12.3

14.2

21.6

17.2

20.9

22.4

72.4

36.6

29.1

20.9

20.2

12.7

23.1

46.3

34.3

25.4

29.9

30.6

29.1

25.4

18.9

24.6

23.9

16.4

20.2

22.4

14.2

22.4

23.1

21.6

30.6

19.4

20.2

24.6

24.6

24.6

20.2

23.1

48.5

50.0

37.3

53.7

47.0

58.2

51.5

46.3

11.2

33.6

41.8

50.0

42.5

60.5

48.5

23.9

35.1

3.0

3.0

6.7

6.7

8.2

6.1

7.5

7.5

8.2

7.5

9.0

2.2

7.5

6.0

7.5

6.7

7.5

8.2

5.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①小地域ネットワーク活動

②ふれあいサロン事業

③地域見守り事業

④ボランティアセンター事業

⑤生活困窮者自立支援事業

⑥重層的支援体制整備事業

⑦おもいやりネットワーク事業

⑧弁護士等による法律相談事業

⑨生活福祉資金貸付事業

⑩日常生活自立支援事業

⑪成年後見事業

⑫赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金活動

⑬介護予防教室事業

⑭ファミリー・サポート・センター事業

⑮子育て応援ひろば事業

⑯子育てサロン事業

⑰住民参加型さんさん在宅支援サービス事業

⑱地域福祉物品貸出事業

⑲介護保険サービス事業

⑳障害福祉サービス事業

知っている 名前だけ知っている 知らない 無回答

n=134
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問 26 あなたは、さぬき市社会福祉協議会に対してどのような活動や支援を期待しますか。 

（〇は３つまで） 

社会福祉協議会に期待する活動や支援についてみると、「高齢者が安心して地域で暮らし

ていくための支援体制の推進」が 38.4%と最も高く、次いで「住民による見守りや支えあ

い活動への支援」27.4%、「気軽に相談できる福祉相談窓口の充実」25.8%などの順にな

っています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

  

38.4

27.4

25.8

20.3

19.9

17.9

8.4

7.3

7.3

3.3

2.0

1.6

17.9

4.2

0% 20% 40% 60%

高齢者が安心して地域で暮らしていくための支

援体制の推進

住民による見守りや支えあい活動への支援

気軽に相談できる福祉相談窓口の充実

災害ボランティア活動の担い手・推進の仕組み

づくり

高齢者や障がいのある人に対する福祉サービス

の利用支援や権利擁護

福祉サービスに関する情報発信の充実

ボランティア活動と福祉教育の推進

住民参加型在宅福祉サービスの推進に向けた

取組

地域ごとにコーディネーターを配置し、住民と福

祉サービスをつなぐ

地区社会福祉協議会の活動の充実

赤い羽根共同募金などの募金活動

その他

特にない

無回答

n=453
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問 27 あなたは、子どもたちやその家族が安心して暮らすために、今後どのようなことが

必要だと思いますか。 

（〇は３つまで） 

子どもやその家族が安心して暮らすために必要なことについてみると、「保育料や教育費

の軽減」が 34.7%と最も高く、次いで「安心して出産や育児ができる母子保健や医療サー

ビスの充実」33.6%、「放課後児童クラブや放課後子ども教室の充実」24.7%などの順に

なっています。 

 

【全体】複数回答 

 
  

34.7

33.6

24.7

24.3

23.6

20.5

17.2

15.7

8.2

6.4

5.7

4.6

1.3

9.1

3.5

0% 20% 40%

保育料や教育費の軽減

安心して出産や育児ができる母子保健や医療サー

ビスの充実

放課後児童クラブや放課後子ども教室の充実

安心して遊べる場所の確保

保育サービスのメニューの充実（延長保育、病児保

育など）

地域での声かけ・見守り活動など、地域ぐるみでの

子育て支援体制の確立

男女ともに家事・育児に参加する意識づくり

身近な相談窓口の整備

子育て世帯が親子で気軽に集える場の充実（子育

てサロンやサークルなど）

虐待を受けた子どもなど、保護を必要とする子ども

の早期発見や支援

民生委員・児童委員の活動強化

地域ボランティア人材の育成

その他

特にない

無回答

n=453

Ⅵ.地域社会のありかたについておたずねします。 
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問 28 あなたは、高齢者が安心して暮らすために、今後どのようなことが必要だと思いま

すか。 

（〇は３つまで） 

高齢者が安心して暮らすために必要なことについてみると、「医療と介護の連携」が

40.6%と最も高く、次いで「病院など医療関係施設の整備」29.4%、「在宅介護福祉サービ

スの充実（ホームヘルプサービス・デイサービスなど）24.3%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 

  

40.6

29.4

24.3

21.2

21.0

17.2

15.0

14.8

11.9

11.5

9.9

7.3

6.4

4.6

3.1

2.9

6.4

2.7

0% 20% 40% 60%

医療と介護の連携

病院など医療関係施設の整備

在宅介護福祉サービスの充実

（ホームヘルプサービス・デイサービスなど）

高齢者が住みやすい住宅整備への補助

健康増進など、介護予防に関すると取組の充実

声かけ・見守り活動など、身近な地域で高齢者を支える

取組の充実

高齢者の働く機会の充実

高齢者が気軽に集える場の充実

（老人クラブ、サロン、サークル活動）

ホームヘルパーなどの福祉の人材の育成

公共施設・道路・地域公共交通の改善

（バリアフリーなど）

身近な相談窓口の整備

認知症に関する正しい理解と支援の充実

世代間交流ができる機会づくり

民生委員・児童委員の活動強化

ボランティアや地域での人材の育成

その他

特にない

無回答

n=453
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問 29 あなたは、障がいのある人が安心して暮らすために、今後どのようなことが必要だ

と思いますか。 

（〇は３つまで） 

障がいのある人が安心して暮らすために必要なことについてみると、「障がいのある人に

対する理解の促進」43.9%と最も高く、次いで「就労支援の充実と働く機会・場所の確保」

36.0%、「心身の状況などに応じた保健・医療・医学的リハビリテーションの提供」22.5%

などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

  

43.9

36.0

22.5

17.0

16.3

15.9

15.5

14.8

10.8

10.4

9.7

7.5

6.2

1.1

7.7

3.8

0% 20% 40% 60%

障がいのある人に対する理解の促進

就労支援の充実と働く機会・場所の確保

心身の状況などに応じた保健・医療・医学的リハビ

リテーションの提供

在宅福祉サービスの充実

身近な相談窓口の整備

障がいのある人が住みやすい住宅整備への補助

声かけ・見守り活動など、身近な地域で障がいの

ある人を支援する体制づくり

一人ひとりの個性や可能性を伸ばす教育の充実

障がいのある人が気軽に集える場の充実

ホームヘルパーなどの福祉の人材の育成

公共施設・道路・地域公共交通の改善

外出への働きかけや移動の支援

ボランティアや地域での人材の育成

その他

特にない

無回答

n=453
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問 30 あなたは、生活困窮にある世帯への支援として、今後どのようなことが必要だと思

いますか。 

（〇は３つまで） 

生活困窮にある世帯への支援として必要なことについてみると、「生活困窮状態の早期発

見」が 39.7%と最も高く、次いで「生活困窮世帯の子どもたちの教育支援」39.3%、「家計

管理など生活力を高めるための支援」28.7%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

  

39.7

39.3

28.7

19.7

19.4

14.6

13.3

11.9

11.5

9.3

2.0

9.1

4.2

0% 20% 40% 60%

生活困窮状態の早期発見

生活困窮世帯の子どもたちの教育支援

家計管理など生活力を高めるための支援

生活再建のために必要な貸付制度の充実

悩みやつらさに寄り添う相談支援

各支援機関と地域との連携による支援のネットワー

クづくり

生活困窮支援に関する情報発信の強化

ひきこもりやニートの方が気軽に集える居場所づくり

地域での声かけや見守り活動などの取組

生活困窮者等支援に対する地域住民の理解促進

その他

特にない

無回答

n=453
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問 31 あなたは、成年後見制度について知っていますか。 

（１つに○） 

成年後見制度の認知についてみると、「② 聞いたことがあるが、内容までは知らない」

＋「③ 聞いたことがなく、内容も知らない」が 73.3%となっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 31-1 問 31 で「①」を選ばれた方におたずねします。 

もし、あなたご自身や親族の判断能力が衰えてしまった場合、成年後見制度を

利用したいと思いますか。 

（１つに○） 

成年後見制度の利用意向についてみると、「① 利用したい」41.8%、「② 利用したくな

い」29.6%で差は 12.2 ポイントとなっています。また、「③ わからない」27.6%となっ

ています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

21.6 41.7 31.6 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

① 名前も含めて知っている
② 聞いたことがあるが、内容までは知らない
③ 聞いたことがなく、内容も知らない
無回答

41.8 29.6 27.6 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=98

① 利用したい ② 利用したくない ③ わからない 無回答
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問 31-2 問 31-1 で「①」を選ばれた方におたずねします。 

後見人は誰になってもらいたいですか。 

（１つに〇） 

後見人になってもらいたい人についてみると、「親、子、兄弟姉妹、配偶者、その他親

族」が 82.9％と最も高く、次いで「専門職」12.2%となっています。 

「社会福祉協議会」、「市民後見人」、「その他」の回答はありませんでした。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 31-3 問 31-1 で「②」を選ばれた方におたずねします。 

利用したくない理由は何ですか。 

（〇はいくつでも） 

利用したくない理由についてみると、「後見人でなくても家族がいるから」が 79.3％と

最も高く、次いで「他人に財産などを任せることに不安があるから」31.0%、「手続きが

大変そうだから」24.1％などの順となっています。 

 

【全体】複数回答 

 
  

82.9

12.2

0.0

0.0

0.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親、子、兄弟姉妹、配偶者、その他親族

専門職

社会福祉協議会

市民後見人

その他

無回答

n=41

79.3

31.0

24.1

20.7

3.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後見人でなくても家族がいるから

他人に財産などを任せることに不安があるから

手続きが大変そうだから

費用がどのくらいかかるか心配だから

その他

無回答

n=29
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問 32 あなたは、任意後見制度について知っていますか。 

（１つに○） 

任意後見制度の認知についてみると、「② 聞いたことがあるが、内容までは知らない」

＋「③ 聞いたことがなく、内容も知らない」が 88.8%となっています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 32-1 問 32 で「①」を選ばれた方におたずねします。 

あなたは、判断能力が衰えてしまった時に備えて任意後見制度を利用したいと

思いますか。 

（１つに○） 

任意後見制度の利用意向についてみると、「① 利用したい」45.5%、「② 利用したくな

い」27.3%で差は 18.2 ポイントとなっています。また、「③ わからない」27.3%となっ

ています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

7.3 28.5 60.3 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

① 内容も含めて知っている
② 聞いたことがあるが、内容までは知らない
③ 聞いたことがなく、内容も知らない
無回答

45.5 27.3 27.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=33

① 利用したい ② 利用したくない ③ わからない 無回答
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問 32-2 問 32-1 で「①」を選ばれた方におたずねします。 

任意後見人は誰になってもらいたいですか。 

（１つに〇） 

後見人になってもらいたい人についてみると、「親、子、兄弟姉妹、配偶者、その他親

族」が 73.3％と最も高く、次いで「専門職」26.7%となっています。 

「社会福祉協議会」、「市民後見人」、「その他」の回答はありませんでした。 

 

【全体】単数回答 

 
 

問 32-3 問 32-1 で「②」を選ばれた方におたずねします。 

利用したくない理由は何ですか。 

（〇はいくつでも） 

利用したくない理由についてみると、「家族や親族がいるから」をすべての方が、次いで

「他人に財産などを任せることに不安があるから」、「費用がどのくらいかかるか心配だか

ら」22.2%などの順となっています。 

 

【全体】複数回答 

 
  

73.3

26.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

親、子、兄弟姉妹、配偶者、その他親族

専門職

社会福祉協議会

市民後見人

その他

無回答

n=15

100.0

22.2

22.2

11.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や親族がいるから

他人に財産などを任せることに不安があるから

費用がどのくらいかかるか心配だから

手続きが大変そうだから

その他

無回答

n=9
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問 33 あなたは災害時の避難場所・避難所を知っていますか。 

（１つに○） 

災害時の避難場所・避難所の認知についてみると、「知っている」73.5%、「知らない」

22.7%と、７割の方は災害時の避難場所や避難所を知っています。 

 

【全体】単数回答 

 
 

  

73.5 22.7 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=453

知っている 知らない 無回答
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問 34 あなたは、災害による避難時、どのようなことに困ると思いますか。  

（〇はいくつでも） 

災害時の困りごとについてみると、「避難場所・避難所でのプライバシーの確保」が

62.7%と最も高く、次いで「避難場所・避難所での情報収集」33.6%、「どのように対応す

べきか判断できない」33.1％などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 

  

62.7

33.6

33.1

32.5

31.4

26.1

24.1

22.3

4.9

4.0

4.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

避難場所・避難所でのプライバシーの確保

避難場所・避難所での情報収集

どのように対応すべきか判断できない

避難場所・避難所での高齢者や障がいのある

人、乳幼児などの避難生活環境

避難場所・避難所での投薬や治療

何が起こっているのか把握できない

避難場所・避難所でのコミュニケーション

避難場所・避難所まで素早く避難できない

ひとり暮らし（同居家族の不在等含む）のため、

自分では対応できない

その他

特にない

無回答

n=453
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問 35 あなたは、住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、今後どのようなことが

必要だと思いますか。 

（〇は３つまで） 

住み慣れた地域で暮らしていくために必要なことについてみると、「日常生活に関する相

談窓口の整備」が 27.6％と最も高く、次いで「在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプサ

ービス・デイサービスなど）」24.9%、「公共施設・道路・地域公共交通の改善（バリアフ

リーなど）」24.7%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

  

27.6

24.9

24.7

23.0

20.8

19.4

17.9

16.8

13.7

12.1

7.3

5.5

6.0

0% 20% 40%

日常生活に関する相談窓口の整備

在宅福祉サービスの充実

（ホームヘルプサービス・デイサービスなど）

公共施設・道路・地域公共交通の改善

（バリアフリーなど）

要支援者等へのサポート体制の充実

地域活動や地域福祉活動への公的援助の充実

福祉に関する情報提供の充実

地域での助け合いによる防災体制づくり

地域の人が交流できる場や地域課題について語

りあえる機会づくり

要支援者等の早期発見

地域活動や地域福祉活動を担う人材の育成

福祉教育の充実

その他

無回答

n=453
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問 36 あなたは、次のような福祉的課題について、どの程度重要だと思いますか。 

（①～⑰のそれぞれについて、〇は１つ） 

福祉的課題についてみると、特に重要な項目（「とても重要だと思う」＋「やや重要だと

思う」）は「⑦災害時における支援体制」が 92.5％と最も高く、次いで「⑰買い物や通院

などの移動が困難な人への支援」91.6％、「⑥地域の防犯対策」91.1%などの順となって

います。 

 

【全体】単数回答 

 

  

46.1

40.8

42.8

46.8

26.1

56.7

70.9

41.9

19.9

43.3

18.8

22.7

52.5

45.5

31.6

42.2

49.9

41.7

43.1

45.9

42.2

48.8

34.4

21.6

45.5

42.6

43.3

53.0

49.5

37.3

37.1

47.2

39.5

41.7

6.0

9.1

5.3

4.6

14.1

3.5

2.2

6.2

25.8

6.6

17.4

16.1

4.2

8.2

13.5

12.1

3.1

1.6

2.4

1.8

1.6

5.5

0.9

0.4

1.6

6.2

2.0

4.2

5.7

1.6

2.9

3.5

2.0

1.3

4.6

4.6

4.2

4.9

5.5

4.4

4.9

4.9

5.5

4.9

6.6

6.0

4.4

6.4

4.2

4.2

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①障がいのある人もない人も共に暮らしやすいよ

う、社会の中にあるバリアを取り除くこと

②生活保護を受けている人、障がいのある人、外国

人などに対する偏見や差別をなくすこと

③ひとり親世帯の自立を支援するための地域のつ

ながり

④DV被害を早期発見するための地域のつながり

⑤ひきこもりやニートの問題を地域社会全体で考え

ていくこと

⑥地域の防犯対策

⑦災害時における支援体制

⑧認知症の人やその家族を支えるための地域のつ

ながり

⑨ホームレスなどの問題を地域社会全体で

考えていくこと

⑩子ども、障がいのある人、高齢者などの虐待を

防ぐための地域のつながり

⑪成年後見制度の周知

⑫刑期を終えた人の社会復帰や再犯防止支援

⑬子どもの貧困に対する支援

⑭ヤングケアラーに対する支援

⑮ゴミ問題を抱える住居対策

⑯空き家対策

⑰買い物や通院などの移動が困難な人への支援

とても重要だと思う やや重要だと思う あまり重要ではない

重要ではない 無回答

n=453
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問 37 私たち一人ひとりが安心して地域の中で暮らしていくために、どのようなことがで

きると思いますか。  

（〇はいくつでも） 

安心して地域で暮らすためにできることについてみると、「近所との交流など地域とのつ

ながりを持つ」が 54.1%と最も高く、次いで「家族の問題は、家族や親族などの身内でま

ず解決する」、「できるだけ地域に関心を持つ」51.9%などの順になっています。 

 

【全体】複数回答 

 
 

 

54.1

51.9

51.9

36.4

23.2

20.3

1.1

4.2

3.1

0% 20% 40% 60%

近所との交流など地域とのつながりを持つ

家族の問題は、家族や親族などの身内で

まず解決する

できるだけ地域に関心を持つ

困っている人がいたら積極的に声をかける

学校行事など、子どもに関係する活動に

積極的に参加する

地域活動やボランティア活動に積極的に

参加する

その他

特にない

無回答

n=453


